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後志研修センター学習指導委員会検証授業
第２学年 算数科学習指導案

２００６年７月５日（水）５教時
黒川小学校２年１組 ２５名

指導者 宇野 嘉純
１．単元名 「１００より大きい数をしらべよう」

２．単元について
第１学年では２位数（１００まで）の数について、それぞれの言い方、数の読み方、書き方、及び数

の大小、順序、系列について、少しずつ数範囲を拡張しながら学習してきている。
第２学年では、１００００までの数を学習することになるが、第１学年における既習をもとに、本単

元では、３位数（１０００まで）へ数を拡張することになる。ここでは、３位数の十進位取り記数法に
よる読み方、表し方、書き方及び大小、順序などを理解させることがねらいである。

数え方として、１０ずつ、１００ずつのまとまりをつくって数える活動は、数の構成、進んでは十進
法の理解に役立つ重要なもので、数の大小関係の方法や数の順序、系列などの理解にも通ずるものであ
る。したがって、いろいろな具体物を用いて、子ども達が数を数える経験を積むようにしていく。

また、１０や１００をもとにした簡単な加法、減法計算も指導することになる。これは、３位数まで
（１０００まで）の数についての理解を深めることに重点を置いたものである。表面的には計算である
が、この計算を通して数の大きさを多面的にとらえることができることをねらいとしている。したがっ
て、形式的な取り扱いに陥らないように留意していく。

３．研究の視点に関わって
（１）視点１ 基礎・基本を明確に位置づけ、効果的な指導を進めるための指導計画の工夫について

本単元の基礎・基本は、３位数（１０００まで）の数を１０や１００のまとまりによりとらえ、十進
位取りの考え方を確実にすること。十進位取りによって、３位数（１０００まで）の数をあらわすこと
（記数法、命数法）を確実にすること。そのために、以下の６点をおさえていくことが大切であると考
えて指導計画を立てた。

①個数の大きさをとらえるのに、全体の個数を１０個ずつのまとまりにし、１０個ずつのまとまりが
、 、１０できたときは さらにそれを１０ずつまとめて１００個のまとまりにするという操作を通して

数の十進構造を理解すること。
②全体の個数を言い表す場合は、十、百のまとまりを単位として、１００のまとまりが２こなら二百

など、単位の大きさと、その単位の個数を組み合わせて表せばよいという命数法を理解すること。
③個数の大きさを数字で表すとき、１００のまとまりは百の位に表し、１０のまとまりは十の位に表

し、半端の数は一の位に表すという記数法を理解すること。
④数の大小、順序、系列が分かり、数直線上に表すことができること。
⑤数を、１がいくつ集まったとみるだけではなく、１０や１００を単位として、それらがいくつ集ま

った数かともみられるようにすること。
⑥「５０＋７０」を「１０が、５こと７こで１２こあるから、１２０」と考えて計算するように、加

法や減法の計算を通して、数の大きさを多面的にとらえることができること。
学習を展開していく中では効果的な指導を進めるために、

○「体験的な活動を豊富に盛り込み、算数的な良さに気づく」学習場面Ａ

○「習熟を図る」学習場面Ｂ

のバランスを大切にした指導計画を構築した。
○のような学習場面として、何百匹の動物が描かれている絵、ミニ積み木・数え棒など、具体物や半Ａ

具体物を数える活動に取り組み、子ども達が「１００のまとまり」で数える良さに気づき、実感できる
ようにした。

また、○のような学習場面として、数値や教える対象を変えるなど、変化のある繰り返し指導を展開Ｂ

し、既習事項を生かしながら解決できるようにした。
このように 「体験的な活動を豊富に盛り込み、算数的な良さに気づく」学習場面と 「習熟を図る」、 、

学習場面のバランスを大切にした指導計画の工夫を図ることによって、これまでの学習を生かし、数え
方、読み方、書き方、数の構成など、実感を伴いながら理解を図っていけると考えた。

（２）視点２ 基礎・基本を重視し、意欲的な学びを促す問題解決の場面設定や指導方法等の工夫について
。 、 、本時は単元の導入場面である また この単元の基礎・基本となる１００以上の数の数え方や読み方

「１が１０あつまって１０のまとまり。１０のまとまりが１０あつまって、１００のまとまり 」とい。
う、１０を単位とした数の構造（十進構造）に気づいていく大変重要な学習の時間である。具体物を用
いて操作活動を取り入れ、子どもたちの気づきを大切にしながら、問題解決を促していきたい。

、 、 、 、ばらの具体物や半具体物を数えるとき １つずつ数詞を数えながら数えるよりは ２つずつ ５ずつ
さらには１０ずつ、１００ずつのまとまりをつくって数える方が、速く、かつ正確に数えられることは
子どもにも理解できると考える。

しかし、ここで大切なのは、まとまりをつくって数えることが、単に速く正確に数えるための活動で
はないことを明確におさえておかなければならない。ばらを１０のまとまりにし、１０のまとまりから

、 。１００のまとまりをつくるという活動は 命数法から記数法へもっていくための重要な操作活動である
数える数が大きくなるにつれて数える活動の困難度が高くなっていくので、本単元では十分な活動時

間を保障したい。
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学級の実態として、グループ学習に取り組むと、発言力のある子の意見や考え方に他の子が同調し、
子どもが自ら考えることを止めてしまったり、個人の意見や考え方がグループの中で埋没してしまうこ
とがある。そうならないよう、まず自分で考え、その上で友達の考えを聞き 「はやく、かんたんに、、
せいかくに」の博士の法則に沿ってよりよい考え方を見つけていくよう指導中である。

そのため「グループ対抗おはじき取りゲーム」など、グループ主体の活動に取り組むよりも、一人ひ
とりが同じ個数のものを数える活動の方が、より一人ひとりの活動を保障し、基礎・基本の定着が図ら
れると考えた。意欲的な学びを促すため 「ミニ積み木取りゲームをしよう 」というゲーム的な要素、 。
を持たせた学習問題を設定する。子どもたちがミニ積み木を数えたいと思うような学習問題である。本
時ではミニ積み木について、パッと見て、何個かわかる数え方を個人で考えた上で全体で数を確認し、
数え方や読み方を押さえる。その上で、次時、数え棒の数を数える活動を通して定着を図っていく。

（３）視点３ 一人ひとりの学びを共感的にとらえ、観点や場面・方法を明らかにした指導改善に生かす評価の
工夫について

評価については 「わからなかった 「できなかった」というふうに、結果を否定的にとらえるので、 」
はなく、自力解決の過程で「ここまでわかった 「ここまでできた 」というように、子どもたちの活」 。
動を肯定的にとらえていきたい。その上で、個に応じた指導を行っていく。一人ひとりの子どもたちが
今までに学習したことをもとに考えたり、様々な操作活動を試みている姿を教師が共感的にとらえるこ
とによって、子どもたちの学びの意欲が高まっていくと考える。

また、１単位時間で４領域全てを評価するのではなく、毎時間ごとの目標と照らし合わせて評価領域
の重点化を図っていく。どの場面で、どのような方法で見取るかという事前の計画を立てる。学級の実
態として学力差が大きいので、低位の子に対し「１０より大きい数 「２０より大きい数」などの１年」
生の学習内容を想起できるような言葉がけや、自力解決の進まない子への具体物・半具体物の準備や操
作活動のヒントとなる言葉かけ、前時までの学習内容の想起ができる言葉かけや教室環境の設営など、
評価規準に到達していない子どもへの支援をあらかじめ考慮しておく。このような工夫をすることで、
実効ある評価や見取りを行い、指導改善に生かしていきたい。

４．本単元の目標
○ １０００までの数についてその表し方を理解し、数の概念について理解を深めるとともに、数を用

いる能力を高める。

５．本単元の評価規準
算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解
数の数え方や表し方に 十進位取り記数法のし １０００までの数につ １０００までの数につ
ついて関心を持つとと くみをもとに、数の表 いて数えたり書き表し いて、数の読み方や書
もに、十進位取り記数 し方について考える。 たりることができてい き表し方、数の構成、
法の良さに気づき、日 る。 系列、順序、大小を理
常生活の中で活用しよ 解する。
うとする。

６．学習指導計画（本時 １/９時間）

評価規準
時 学 習 内 容

○支援 ・留意点

１ ミニ積み木取りゲームをしよう。 ・２３５個のミニ積
み木の入った袋を提

本 ゲームのルール 示する。
時 ① さいしょに、全員が同じ数ずつ積み木をもらいます。

② 隣の人とじゃんけんをして、勝った人は負けた人から ○ゲームの内容をわ
積み木をもらいます。 かりやすく説明し、

③ グーで勝ったら、１こ 見通しと意欲をもつ
チョキで勝ったら、２こ ようにする。
パーで勝ったら、５こ もらいます。

④ 一番多く積み木を持っていた人の勝ちです。

さあ、実際にやってみよう。
・積み木の扱いにつ

ミニ積み木が何個あるか数えていこう。今、ぐちゃぐちゃ いて、どうすればよ
に置いているけど、見ただけで何個って分かるかな。 いか押さえる

・分かんない。 ・見にくい。 ・見やすくない。

かだい
何こあるか、かんたんに分かるような、数えかたをかんがえ

よう。
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１０のまとまり考：
１つずつ作せん １０のまとまり作せん や、１００のまとま
１こずつ数えていると答えは １０のまとまりをつくっていくと りにするなど、自分
分かったけど、パッと見ても 答えが出たし、見やすいぞ。 なりに工夫して数え
何個か分かんないな。 ようとしている。

【観察・対話】

２０のまとまり作せん ５０のまとまり作せん ○１年生の時の大き
２０のまとまりを作ると、 ５０のまとまりを作ると、 な数の学習を思い出
答えが出たし、見やすいぞ。 答えが出たし、見やすいぞ。 して、まとまりをつ

くれば数えやすかっ
たことを想起するよ

１００のまとまり作せん うにする。
１００のまとまりを作る
と、何百何十何っていう ○ただ数えるのでは
答えが見やすいぞ なく、あとで他の人

全体交流 が見ても、何ことわ【 】
・１個ずつ数えてもできるけど、もっと早く数えるやりかたもある かるようにならべる
・１０個ずつ、２０個ずつ、５０個ずつでもいいよ。 ようにする。
・どの数え方でも、答えは同じだね。
・１００のまとまりだと、何百何十何個あるか分かりやすいね。 ○数えた結果より

も、数え方の工夫と
まとまりの工夫にしまとめ

１０のまとまりを１０まとめて、１００のまとまりをつくる ぼって、考えられる
と、数えやすそうだ。 ようにする。

２ グループ対抗数え棒取りゲームをしよう。

ゲームのルール
① 目をつぶって袋から両手で数え棒を取ります。
② 他の班より人数の少ない班は、代表の人がもう一度 ○ゲームの内容をわ

数え棒を取ります。 かりやすく説明し、
③ 一番多く数え棒を取ったグループの勝ちです。 見通しと意欲をもつ

ようにする。

さあ、実際にやってみよう。

他のグループの人が見ても何本だって分からないとだめだよね。
かだい
パッと見て、何本か分かるならべかたをかんがえよう。

１０のまとまり表：
一気に１００本数えようと思ったら 途中で分からなくなっちゃった や１００のまとまり、 。
まず、１０本ずつまとめよう。 ２０本ずつまとめてもいいね。 にして、くふうして
３０本ずつでもいいね。 たばを集めて５０本にしてもいいね。 数えている。
いくつかまとめたものを集めて、１００本にしよう。 【観察・対話】

全体交流 ○前時に行ったミニ【 】
・１本ずつ数えてもできるけど、もっと早く数えるやりかたもある 積み木を数えたとき
・一気に１００本集めようとしたら、分からなくなっちゃった。 のことをもとに、１
・１０本ずつ、２０本ずつ、５０本ずつまとめると早そう。 ０や１００のまとま
・でも、２０のたばと３０のたばと５０のたばとか、いっぱいある りをつくればいいこ

と、どのたばが何本かパッと見たって分からないよ。 とに気づくようにす
・やっぱり、１００のまとまりと１０のまとまりとばらにするほう る。

が見やすいね。
○数えた結果より
も、数え方の工夫とまとめ

１００のまとまりと、１０のまとまりと、１がいくつと考え まとまりの工夫にし
ると、何百何十何と、分かりやすそうだ。 ぼって、考えられる

ようにする。
二百三十五って、数字でどう書くのかな。

１が５こは、一の位に「５」と書く。 ３位数の書き考：
１０が３こは、十の位に「３」と書く。 方を考えている。

１００が２こは、きっと十の位の左側に「２」と書けばいいんじゃ 【ノート】
ないかな。

一の位、十の位の左側は、きっと百の位じゃないのかな。
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指導事項 十の位は一の位の左
側だったことから、
百の位は十の位より

１００ １００ も左側に書けばよい10 10 10 1 1 1 1 1
ことに気づくように
する。

１００ １０ １
１００ １０ １

１０ １
１
１

のくらい のくらい １のくらい100 10
２ ３ ５

では、百十七って数字でどうやって書くのか
な。

１０のまとまり知：
１００ １０ １ １ や１００のまとまり

１ １ にして、くふうして
１ 数えている。
１ 【ノート】

のくらい １100
のくらい １のくらい ○１００が４つで何１ 10

百か、２０が２つで１ ７
何十か、１が３つで

読み方と書き方をれんしゅうしよう。 何かを聞き、
百十七、四百二十三

１００ だということを押さ
１００ １０ １ えて、指導事項を確
１００ １０ １ 認する。
１００ １

のくらい のくらい １のくらい100 10
４ ２ ３

もんだい３
ストローは、ぜんぶで、何本あるでしょうか。 ・ストローの図を提

示する。

○１０のまとまりは
１００ １００ 何個かを問い、１０1 1 1 1 1 1

のまとまりが０だと
おさえて、ストロー

百が二つと、一が六つで、二百六本だ。 は何本かを確認す
二百と、六で、二百六本だ。 る。

かだい
二百六の、数字の書き方を考えよう。

空位のある３位考：
１００が２こ、１０が無い、１が６こで、２６。 数の表し方を考えて
１００が２こ、あと６だから、２００６。 いる。
１００が２こ、１０が０こ、１が６こで、２０６。 【ノート】
位取り板で考えてみたら、２０６だ。

○前時の３位数の書
１００ １ １ き方の学習をもと

、 。１００ １ １ に 考えるよう促す
１ １

のくらい のくらい １のくらい100 10
○既習である２６の２ ０ ６

【全体交流】 記数法と対比して、
２６かな。でも 「二十六」と同じだな。 正しい書き方に気づ、
２００６かな。でも 「二十六」は「２０６」と書かないな。 くようにする。、
２０６だと思う。十のまとまりはないので、十の位に０と

１００が２つで、

２００。

１０が３つで３０。

１が５つで５。

２００

３０

５

↓

２３５

１００が４つで、
４００。
１０が２つで
２０。
１が３つで３。
だから、読み方は
四百二十三。書き
方は４２３。

１００が１つで、
１００。
１０が１つで
１０。
１が７つで７。
だ か ら 、 読 み 方
は 百 十 七 。 書 き
方は１１７。
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書けばいいよ。
位取り板で考えてみればいいよ。

１００ １００ ○十の位の空位を1 1 1 1 1 1
表す０の意味を押さ
えるとともに、位取

１００ １ １ り板を通して理解を
１００ １ １ 深める。

１ １

のくらい のくらい １のくらい100 10
２ ０ ６

まとめ
１０のまとまりがないときは、１０のまとまりが０こと考え

て、十のくらいに０を書けばいい。

４ 次の数カードの数を、数字で書きましょう。

１００ １０ １００ 空位のある３位表：
１００ １０ １００ 数を、読んだり書い
１００ １００ たりしている。
１００ 【発言・ノート】

○「１が０こ 「１」
０が０こ」というよ100 10 1 100 10 1のくらい のくらい のくらい のくらい のくらい のくらい
うに、空位を０と表４ ２ ０ ３ ０ ０
現してから、数字で

４０３を、数カードでならべよう。 書くようにする。

１００ １ ・数カードから数、
１００ １ 数から数カードの双
１００ １ 方向で考えることを
１００ 通して、記数法につ

いての理解を深め
る。４ ０ ３

この数カードが表す数は、いくつでしょう。
・数カードの提示。

１００ １
１００ １０ １ 数の構成を考え表：
１００ １００ １０ １ ながら、３位数を読
１００ １００ １０ １ １ んだり書いたりして
１００ １００ １０ １ １ いる。

【発言・ノート】
八百四十七です。
１００が８こ、１０が４こ、１が７こで、八百四十七です。
１００が８こで８００、１０が４こで４０、１が７こで７だから、 ○前時の学習内容を
八百四十七です。 想起するようにし、

百がいくつ、十がい
この数を、数字で書きましょう。 くつ、一がいくつな

のかを押さえるよう
８４７だ。 にする。

のくらい のくらい のくらい自信がないから、位取り板を使おう。 100 10 1
８ ４ ７

８４７は、１００を何こ、１０を何こ、１を何こあわせた数ですか。
○合成的表現だけで

８４７は、百の位の数が８、十の位の数字が４、一の位の数字が７ はなく、分解的表現
だから、１００を８こ、１０を４こ、１を７こあわせた数です。 を取り入れることに

よって、多様な表現
そのことを、しきで表しましょう。 に慣れるようにし、

児童が自分の言葉と
８００＋４０＋７＝８４７ ８４７＝８００＋４０＋７ して用いることがで

きるようにする。
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れんしゅうしよう。
※３位数の数の構成（分解）を数カードを使って考える。

①５７２は、 ②７１０は、 ③３０８は、 ３位数の各位の知：
１００を□こ、 １００を□こ、 １００を□こ、 数字は、それぞれ１

１０を□こ、 １０を□こ、 １０を□こ、 ００、１０、１の単
１を□こ １を□こ、 １を□こ、 位の個数を示してい

合わせた数です。 合わせた数です。 合わせた数です。 ることを理解してい
る。

１ １ 【発言・ノート】１００ １０ １００ １０ １００
１ １１００ １０ １００ １００

１１００ １０ １００ １００
１ ○既習事項の想起を１００ １０ １００
１ 促し、数カードと位１００ １０ １００
１ 取り板を対応して考１０ １００
１ えるようにする。１０ １００
１

の １の の １の の １の１００の １０ １００の １０ １００の １０
くらい くらい くらい くらい くらい くらい くらい くらい くらい

もんだい
５ ○○くんは、１０円だまを１４まいもっています。 ・模擬貨幣を提示

１０円玉が、１４まいで、何円ですか。 ・○○くんは、学級
の児童名を用いる。

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

かだい
１０のまとまりが１０いじょうあるときは、どう数えれ

ばいいか考えよう。

１０円、２０円、…と、１０円ずつ数えて１４０円だ。 数をいろいろ関：
２０円、４０円、…と、２とびで数えて、１４０円だ。 な大きさのまとまり
１０まいまとめて１００円にして、あと４０円で、１４０円だ。 として捉えようとし

ている。
【全体交流】 【観察 発言 対話】・ ・
１まいずつ数えたら、１４０円になった。
２まいずつ数えると、もっと早く数えられたよ。 ○１０が１０こでい
１０円を１０まい集めて、あと残りがいくつか考えればいいよ。 くつか、１０が４こ

でいくつか、１０が
⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ １４こでいくつか尋

ねる。
⑩ ⑩ ⑩ ⑩100

まとめ
１０のまとまりが１０こいじょうあるときには、１０のまと

まりを１０ずつまとめていけば、わかりやすそう。
１０を単位とし表：

れんしゅうしよう。 て数を捉えている。
【ノート・発言】

１０円が２０まいで□円です。
○模擬貨幣を用い

３０は、１０が何個でしょう。 て、１０円を１０集
１００は、１０が何個でしょう。 めて１００円にした
２００は、１０が何個でしょう。 り、１００円を１０
２３０は、１０が何個でしょう。 円１０枚にしたりし
３００は、１０が何個でしょう。 ながら考えるように

する。
もんだい

６ 先生の１円玉ちょきんばこには、何円たまっているかな。 ・１０００枚を班ご
とに手分けして数えかだい

かんたんに数えるほうほうを考えよう。 ていく。

１まいずつかぞえたら、大変だ。 １０や１００の考：
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一気に１００枚数えようと思ったら 途中で分からなくなっちゃった まとまりを使って数、 。
まず、１０まいずつまとめて、１０円のまとまりしよう。 える良さに気づき、
１０円のまとまりを１０あつめて、１００円にしよう。 用いようとしてい
１００円のまとまりが１０あつまった。１０００円だ。 る 【観察 発言】。 ・
先生はびんぼうだね。ぼくはもっとお金を持っているよ。

○既習事項を想起
【全体交流】 できるようにする。

・数えるのに時間がかかった。すごくいっぱいあった。
・一気に１００枚ずつ集めようとしたら、分からなくなっちゃった。 ・４位数以上の大き
・１０枚ずつまとめるて１００円にするといいね。 な数になると、具体
・１００円のまとまりが、１０あるから、１０００円だ。 的に数えたり、操作
・１円玉がこんなにたくさんあるのに、１０００円なんだね。 したりする機会が少
・１０００円さつ１まい分だよ。 なくなる。実際に数

える活動を通して、
「千」の大きさを、まとめ

大きな数を数えるときには、１０や１００のまとまりをつくって 量感をともなってと
その数を数えたらよい。 らえられるようにす

る。
千は、数字でどう書くのかな。

１００のまとまりが１０だから、これでいい。
のくらい のくらい のくらい100 10 1

○左の位取り板を提１ ０ ０ ０
でも、１つのくらいには、９までしか入らなかった。 示し、既習の位取り
１０が１０あつまったとき、左に１００のくらいをつくったよ。 の原理と記数法から
左に、あたらしい位をつくって１を書けばいいんだ。 類推して考えられる
１０００と書けばいいんだ。 ようにする。

指導事項
１００を１０あつめた数を 「千」といい、１０００と書きます。、

のくらい のくらい のくらい のくらい1000 100 10 1
１ ０ ０ ０

１０００は、何を、何個集めた数かな。
・理解を深めるた
め 「・」が千個な、
らんでいるドット図
を提示する。

１を１０００こ。 １００を１０こ。 １０を１００こ。

れんしゅうしよう。 １０や１００の知：
まとまりに着目し

１０００は、９００より□大きい数。 て、１０００の大き
１０００は、８００より□大きい数。 さをとらえている。
１０００は、９９０より□大きい数。 【ノート】
１０００は、９８０より□大きい数。
１０００は、９９９より□大きい数。 ○１０００枚の１円
１０００は、９９８より□大きい数。 玉やドット図で考え

るようにする。
７ 数の線のことを、思いだそう。

１めもりごとに、数が書いてある数の線だ。 ・数直線を提示

１０ １１ １２ １３ １４0 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
「 」○１年生の 数の線

の学習の想起を促
し、１めもりがいく９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ ９７ ９８ ９９ １００
つなのかを考えて、

１０めもりごとに、数が書いてある数の線だ。 数を順序よく読み取
ちょっとむずかしい数の線だ。 ることができるよう
１めもりがいくつか、考えなければできないね。 にする。

・数直線を提示
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もんだい
つぎの数の線にある、□にあてはまる数を考えよう。

① ② ③ ④

かだい
数の線の読み方を考えよう。

むずかしいな。 ２位数の数系列考：
１めもりがいくつか分からなきゃできないんだったな。 をもとに、３位数の
１、２、３、４、５、６、７、８、９、１００。おかしい。 数系列を考えてい
１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０ １００だ る。、 、 、 、 、 、 、 、 、 。
１めもりが１０だ。 【ワークシート・

・発言・対話】
１めもりが１０ということに目をつけて、１０がいくつか考えた。
①は１０が５こで、５０。 ②は１０が２６こで、２６０。 ○１めもりの大きさ
③は１０が４２こで、４２０。 ④は１０が６９こで、６９０。 に目をむけて、１め

もりが１０だと確認
何百といくつに目を向けると して、数直線のめも
②は ２００と６０で ２６０ ③は ４００と２０で ４２０ りを読むように促、 、 。 、 、 。
④は、６００と９０で、６９０。 す。

近くのめもりに目をむけると
②は、２００より６０大きい。２００と６０で、２６０。
②は、２００より６０大きい。１０ずつ数えながら大きくしていって

２１０、２２０、２３０、２４０、２５０、２６０。 ○３００より４０
②は、３００より４０小さい。１０ずつ数えながら小さくしていって 小さい、７００より

２９０、２８０、２７０、２６０。 １０小さいという見
方はできても、数を

③は、４００より２０大きい。４００と２０で、４２０。 表せない児童には、
、 、③は、４００より２０大きい。１０ずつ数えながら大きくしていって 数を３００ ２９０

４１０、４２０。 ２８０、２７０など
数を逆に唱えたり、

④は、６００より９０大きい。６００と９０で、６９０。 書いたりすることで
④は、６００より９０大きい。１０ずつ数えながら大きくしていって 理解を促す。

６１０、６２０、６３０、６４０、６５０、６６０、６７０、
６８０、６９０。

④は、７００より１０小さい。１０ずつ数えながら小さくしていって
６９０。

【全体交流】 ○１めもりの大きさ
・まず、１めもりがいくつなのか考えないと分からないよ。 に目をむけて、１め
・１めもりが１０ということに目をつけて、１０がいくつか考えたら もりが１０だと確認

分かったよ。 した上で、出された
・□は何百と何十なのか考えたら分かったよ。 考え方の通りに数直
・近くのめもりに注目して、そこから１０ずつ数えていくと分かった 線のめもりを読むよ

よ。 うにして、理解を促
す。

まとめ
数の線に書いてある数字をヒントにして、１めもりの大きさを考え

れば、数の線が読めそうだ。

この数の線の、５５０のところに、↑を書きましょう。
どのように考えたのかも発表しましょう。 数直線上に数を表：

表している。
５５０は、１０が５５こ。０から数えて５５めもりのところです。 【ワークシート
５５０は ５００と５０ ５００から５めもり右にいったところです ・発言・対話】、 。 。
５５０は、６００より５０小さい。６００から５めもり左にいった
ところです。 ○前の学習活動と

関連づけて、考え
上の数の線と、下の数の線。どこがちがいますか。 るようにする。
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○２つの数直線をく0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000
らべることのより、
１めもりの大きさに
着目して考えられる
ようにする。

990 995 1000

上の数の線は１めもりが１０だけど、下の数の線は１めもりが１だ。
９９０から１０００までを、大きくしたようだ。 １０００までの知：

数の系列、順序につ
□の中に入る数は、いくつですか。 いて理解している。
左の□は、９９０より３大きいから、９９３。 【ノート】
右の□は、９９５より３大きいから、９９８。 ○既習事項の想起を
右の□は、１０００より２小さいから、９９８。 促す。

もんだい
ミニ運動会をしました。 ・順位を決めるため
白組は７５８てん。青組は７６２てん。紅組は６９９てんでした。 には、数の大小が分

８ １いは何組、２いは何組、３いは何組でしょうか。 からなければならな
いことをおさえる。かだい

数の大きさをくらべるには、どうすればいいか考えよう。

大きな位の数からくらべる。 数の大小を判断考：
１００の位は白組と青組は７。紅組は６だから、あか組が３い。 するために、大きい
１０の位は白組が５で青組が６だから、青組が１いで白組が２い。 位から順に、同じ位
数カードと位取り板で考える。 どうしの数どうしの

①７５８ ②７６２ ③６９９ 大小を比較してい
る。

１ １ １ 【ノート・観察１００ １０ １００ １０ １００ １０
１ １ １ ・対話】１００ １０ １００ １０ １００ １０
１ １１００ １０ １００ １０ １００ １０
１ １ ○２位数の場合の数１００ １０ １００ １０ １００ １０
１ １ の大小の比較方法を１００ １０ １００ １０ １００ １０
１ １ 例示して、位取り板１００ １００ １０ １００ １０
１ １ をもとに考えるよう１００ １００ １０
１ １ にする。１０

１１０

の １の の １の の １の１００の １０ １００の １０ １００の １０
くらい くらい くらい くらい くらい くらい くらい くらい くらい
７ ５ ８ ７ ６ ２ ６ ９ ９

【全体交流】 ○どんな順番で、何
白組と青組は１００のまとまりが７つあるけれど、あか組は６つ の位に着目して比べ

しかないね。あか組は３いだね。 たのか、分かるよう
１００の位の数でくらべても、白組と青組は７で、あか組は６つ に発表できるように

だよ。 する。
白組と青組は、１００の位は同じだから、１０の位でくらべると

５と６。青組の方が大きい。

まとめ
数の大きさをくらべるには、大きいくらいからじゅんに、同じ １０００までの表：

くらいの数どうしをくらべれば、どちらが大きいかわかる。 数について、位の数
に着目して大小を判

れんしゅうしよう。 断している。
【ノート】

３０７と２９９、大きい数は□です。
６９８と６９６、大きい数は□です。 ○既習事項の想起を

促す。
もんだい

ずこうのじかんに、おりがみで千ばづるををおります。
９ ○○くんは、さいしょに５０まいおりがみをよういしました。

次の日に、７０まいおりがみをよういしました。
○○くんがよういしたおりがみは、ぜんぶで何まいですか。
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・問題文をもとにテぜんぶのおりがみのかず
ープ図を作成し、□
足し算の適用場面で
あることを押さえるさいしょによういしたおりがみのかず つぎの次の日によういしたおりがみのかず

５０ ７０ ようにする。

たしざんのもんだいだ。
・言葉の式、数字の

＋ 式を立てる。さいしょによういしたおりがみのかず つぎの次の日によういしたおりがみのかず ぜんぶのおりがみのかず=
５０ ＋ ７０

かだい
何十たす何十の、けいさんのしかたをかんがえよう。

何十たす何十の考：
図で表して、１０ずつかぞえる。でも、けいさんじゃないな。 ような加法計算を、

１０を単位として、
１位数の計算に帰着１０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０
して考えている。

１０、２０、３０、…と１１０、１２０とかぞえて、１２０ 【ノート・対話】
１０のたばが、１、２、３、…、１２、とかぞえて、１２０
１０が５つと７つだから、５＋７＝１２ １０が１２で１２０ ○「数える」ことと
【全体交流】 「計算する」ことの

ぜんぶ、１０のまとまりでかんがえている。 違いをめいかくに
１０が５つと７つだから、５＋７＝１２ １０が１２で１２０と し、１０のまとまり
いうのは、５＋７のかんたんな計算をしていて、数えなくてすむ。 がいくつといくつか
絵とか図とか、かかなくても、かんたんに計算している。 捉えるようにする。

まとめ
１０のまとまりがいくつといくつでかんがえて、けいさんすれば

よさそうだ。

つぎのもんだいも、同じ考えかたで、できるかな。

もんだい
ずこうのじかんに、おりがみで千ばづるをおります。
○○くんは、１２０まいおりがみをよういしました。
３０まい、おりがみをつかって千ばづるをおりました。
のこったおりがみは、なんまいですか。

・問題文をもとにテ
ープ図を作成し、ぜんぶのおりがみのかず

１２０ 引き算の適用場面で
あることを押さえる
ようにする。さいしょによういしたおりがみのかず のこったおりがみのかず

□３０
・言葉の式、数字のひきざんのもんだいだ。
式を立てる。

よういしたおりがみのかず つかったおりがみのかず のこったおりがみのかず－ =
１２０ － ３０ 何十ひく何十の考：

ような減法計算を、
図で表して、１０ずつかぞえる。でも、けいさんじゃないな。 １０を単位として、

２位数や１位数の計
算に帰着して考えて１０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０
いる。

１０のまとまりが、１２－３＝９だから、９０まい。 【ノート・対話】
１０のまとまりでかんがえて、ひきざんすれば、かんたん。
たしざんのときと、同じ考え方でできるね。 ○足し算の時の考え

方を例示する。
れんしゅうしよう。

何十たす何十や表：
３０＋８０ ７０＋６０ ９０＋５０ ４０＋８０ の何十ひく何十の計
１１０－４０ １５０－９０ １３０－５０ １７０－８０ 算をしている。

【ノート】
７．本時の主張

持ち上がって担任２年目の学級である。２年生の時は、答えをわかっていても挙手したり、みんなの前
で発表するのをためらう子が多かったものの、徐々に挙手や発表することに積極的になってきている。話
の聞き方の指導を重ねているものの 「話をしている人の方を見ながら聞く 「何もさわらずに聞く 」、 。」 。
ことなど、まだまだ改善すべき課題が多い。また、特別支援が必要な児童もいて、配慮が必要である。

本時は 「１００より大きい数」を取り扱う 「全部あっていたら１００てんと書きなさい 」という指、 。 。
示が通っている実態である。１年生の生活科の学習では、自分たちが育てたあさがおの種を数えたときに
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１００以上の種がとれた子がいて、その子は１００以上の種の数を数えていた。長さの学習の際には、マ
ス目をもとにして長さを表そうとして１００以上のマス目の数を数えている子もいた。また、金銭など１
００より大きい数に接しており、１００より数の多いものがあることは多くの子がすでに認識していると
思われる。反面、数を数えるのに時間がかかる子もいる。

本単元では、十進位取り記数法の理解をもとに、１０００までの数について、よんだり、書いたりでき
るようにすることが重要である。本時はこの単元の基礎・基本となる「１０のまとまりが１０で１００の
まとまりをつくればよい 」という考え方に気づいていく大変重要な学習の時間である。具体物を用いて。
操作活動を取り入れ、数を数える上での子ども達の工夫しているところを認めながら、最終的に「１００
のまとまりをつくればよい 」ことに気づくようにしていきたい。。

８．本時の目標
○１０００未満の数について 「１００のまとまり」を作って数える良さに気づく。、

９．本時の展開（本時 １/９時間）
評価規準

学 習 内 容
○支援 ・留意点

ミニ積み木取りゲームをしよう。 ・２３５個のミニ積
み木の入った袋を提

ゲームのルール 示する。
① さいしょに、全員が同じ数ずつ積み木をもらいます。
② 隣の人とじゃんけんをして、勝った人は負けた人から ○ゲームの内容をわ

積み木をもらいます。 かりやすく説明し、
③ グーで勝ったら、１こ 見通しと意欲をもつ

チョキで勝ったら、２こ ようにする。
パーで勝ったら、５こ もらいます。

④ 一番多く積み木を持っていた人の勝ちです。

さあ、実際にやってみよう。
・積み木の扱いにつ

ミニ積み木が何個あるか数えていこう。今、ぐちゃぐちゃ いて、どうすればよ
に置いているけど、見ただけで何個って分かるかな。 いか押さえる

・分かんない。 ・見にくい。 ・見やすくない。

かだい
何こあるか、かんたんに分かるような、数えかたをかんがえ

よう。
１０のまとまり考：

１つずつ作せん １０のまとまり作せん や、１００のまとま
１こずつ数えていると答えは １０のまとまりをつくっていくと りにするなど、自分
分かったけど、パッと見ても 答えが出たし、見やすいぞ。 なりに工夫して数え
何個か分かんないな。 ようとしている。

【観察・対話】

２０のまとまり作せん ５０のまとまり作せん ○１年生の時の大き
２０のまとまりを作ると、 ５０のまとまりを作ると、 な数の学習を思い出
答えが出たし、見やすいぞ。 答えが出たし、見やすいぞ。 して、まとまりをつ

くれば数えやすかっ
たことを想起するよ

１００のまとまり作せん うにする。
１００のまとまりを作る
と、何百何十何っていう ○ただ数えるのでは
答えが見やすいぞ なく、あとで他の人

が見ても、何ことわ
全体交流 かるようにならべる【 】

・１個ずつ数えてもできるけど、もっと早く数えるやりかたもある ようにする。
・１０個ずつ、２０個ずつ、５０個ずつでもいいよ。
・どの数え方でも、答えは同じだね。 ○数えた結果より
・１００のまとまりだと、何百何十何個あるか分かりやすいね。 も、数え方の工夫と

まとまりの工夫にし
ぼって、考えられるまとめ

１０のまとまりを１０まとめて、１００のまとまりをつくる ようにする。
と、数えやすそうだ。

次の時間は、数え棒の数を数えるぞ。 ・次時予告


